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分　　　　類 1990年 2000年 2010年
タガログ（フィリピノ語） 32.37 35.13 37.52
セブアノ（1）
ビサヤ・ビニサヤ 0.18 8.70 14.69
セブアノ 24.45 13.75 8.16
イロカノ 9.59 8.69 8.12
イロンゴ/ヒリガイノン⑴ 8.70 6.98 6.64
ワライ⑴ 3.30 2.75 2.75
ビコール 4.95 4.62 4.33
カパンパンガン 2.71 2.71 2.53
パンガシナン 1.68 1.55 1.41
マギンダナオ 1.26 1.08 1.31
カライ・ア⑴ ⑵ － 0.97 1.11
ボホラノ⑴ － 1.29 1.03
マラナオ 1.11 0.98 1.02
タウスグ⑴ 1.07 0.99 1.02
英語 0.05 0.04 0.08
中国語 0.04 0.04 0.04
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なぜ行ったり来たりがうまいのか―フィリピンの「ことば」の難しさを考えてみる―
置かれた国際関係や植民地支配を思い起こし、フィリ
ピンという国の真の自立性やフィリピン人とは何なの
かについてフィリピン人が改めて考える機会となって
いるはずだ。しかし、国名や言語の問題を考えてみる
だけでも、「フィリピン人」なる1つの集団を想定する
こと自体が幻想なのかもしれないという思いに畢竟行
き当たるのである。
《追記》
本稿は2017年7月30日執筆の所内報告書を改訂した
ものである。また、表1の作成にあたって資料の使用
許可をいただいた鈴木有理佳主任研究員と、草稿にコ
メントを寄せていただいた本誌編集委員の土佐美菜実
氏に感謝申し上げる。
（おかべ まさよし／アジア経済研究所 在マニラ海外
派遣員）
《注》
（1） 厳密には、言語政策史上、フィリピノ語、タガロ
グ語、そして他にピリピノ語という3つの言語名
称があり、これらを区別しなければならない。ピ
リピノ語は、1940年にマニュエル・ケソン大統領
（当時）がその5年前の憲法制定会議をうけてタガ
ログ語を国語と呼び、1959年にピリピノ語と呼称
されたことに対応している。他方、フィリピノ語
は、マルコス大統領（当時）時代の1973年憲法に
おいて、フィリピン諸語すべてに基礎を置くフィ
リピノ語と呼称されるべき国民共通の国語を開発
していくことが規定されたことに対応した呼称で
ある（参考文献①）。ただし、本稿では以下、フィ
リピンの国語を指す呼称として「フィリピノ語」
という呼称を用いることとする。
《参考文献》
① 藤田剛正「東南アジアの言語政策その六　フィリ
ピン共和国（2）」『東南アジア研究年報』（31）、
1989年、69〜90ページ。
② 大野拓司・鈴木伸隆・日下渉編著『フィリピンを
知るための64章』明石書店、2016年。
までみてきたように、フィリピン人は幼いうちから、
家庭では現地語、学校ではフィリピノ語と英語を学び、
思考し、その間を自由に行ったり来たりするのである。
さらに、現地語やフィリピノ語に、英語やスペイン語、
中国語などの表現をも柔軟に取り入れて、オリジナル
にカスタマイズされたといっても良い言語環境を形成
している。実用的には、相手と状況に自らを適応させ
てコミュニケーションをとることができるフィリピン
人の「行ったり来たり」のうまさには多くの効用があ
るといえる。他のアジア諸国のなかにも同様の多言語
状況が存在しているが、英語という要素が媒介する点
がフィリピンの1つの特徴といえよう。
他方で、国内の地域的差異を克服し、国語を統一す
るという、20世紀からのフィリピンの国家的事業の成
否についての評価は大きく分かれるかもしれない。若
い世代ではそうでもないが、フィリピノ語を国語教育
に導入する以前に教育を受けた非フィリピノ語圏の人
びとは、やはり英語はもちろんフィリピノ語よりも地
域語を選好するからである。そもそも、統一などいま
だかつて一度も試みられておらず、統一ではなく「創
出」を図ったがそれは成功しなかったとみることも可
能である。
こうなると、アメリカによってもたらされた英語が、
公用語の名のとおり、フィリピン人同士の意思疎通の
土台とならざるを得ない局面が多くなっていることも
うなずける。英語は商機につながり、より多くの経済
的機会を求めて海外労働に出ていくフィリピン人に
とっては必須の言語である。社会的階層が高い人のな
かにはフィリピノ語すらもあまり用いず、すべて英語
だけで済ませるような人も多い。英語が話せるといっ
ても、その巧拙の度合、特にエスタブリッシュされた
英語を使うことができるかどうかで、その人が値踏み
されてしまうようなところもある。教育機会やマスメ
ディアに接する機会の少ない階層にある人びとのなか
には、英語を十分に操ることができず、抵抗感や恥ず
かしさ（hiya）を抱く者も少なくない。
もちろんフィリピン社会を一枚岩に捉えることなど
不可能である。この国がフィリピン人独自の言語を維
持・発展させていくことも、また海外により大きく開
かれた国として英語使用を発展させていくことも、そ
れはすべて「フィリピン人」なる人びとにゆだねられ
ている。独立記念日を迎えれば、過去にフィリピンが
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